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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　符号化されたビデオデータのビットストリームを受信することと、
　複数のサブビットストリーム抽出モードからサブビットストリーム抽出モードを選択す
ることと、ここにおいて、前記サブビットストリーム抽出モードの各々は、ターゲット出
力ビューまたはターゲット出力レイヤの復号を可能にするために、前記ビットストリーム
から抽出されるべきコーディングされたピクチャを有するビューまたはレイヤを定義し、
ここにおいて、各コーディングされたピクチャは、アクセスユニット内のビューまたはレ
イヤの１つまたは複数のビデオコーディングレイヤネットワークアブストラクションレイ
ヤ（ＶＣＬ　ＮＡＬ）ユニットを備え、ビューまたはレイヤにおける前記コーディングさ
れたピクチャのうちの１つまたは複数は、別のビューまたはレイヤにおけるピクチャによ
りインター予測され、ビューに関する前記サブビットストリーム抽出モードの各々は、テ
クスチャビューコンポーネントと深度ビューコンポーネントとが抽出される方法を定義す
る、
　前記ビットストリームから、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードによって
定義された前記方法でサブビットストリームを抽出することと
　を備える方法。
【請求項２】
　ビューの各コーディングされたピクチャは、ビューコンポーネント、テクスチャビュー
コンポーネント、および深度ビューコンポーネントのうちの１つを備える、請求項１に記
載の方法。
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【請求項３】
　サブビットストリーム抽出モードを選択することは、自己完全サブビットストリーム抽
出モードを選択することを備え、前記サブビットストリームを抽出することは、前記選択
されたサブビットストリーム抽出モードが前記自己完全サブビットストリーム抽出モード
であるときに、前記ターゲット出力ビューを復号するために前記ビューのテクスチャビュ
ーまたは深度ビューが必要とされる場合に、前記ビューのすべての利用可能なテクスチャ
ビューコンポーネントと深度ビューコンポーネントとを抽出することを備える、請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　サブビットストリーム抽出モードを選択することは、中間的サブビットストリーム抽出
モードを選択することを備え、前記サブビットストリームを抽出することは、前記選択さ
れたサブビットストリーム抽出モードが前記中間的サブビットストリーム抽出モードであ
るときに、
　前記ターゲット出力ビューを復号するために前記ビューの前記テクスチャビューが必要
とされる場合に、前記ビューのすべての利用可能なテクスチャビューコンポーネントを抽
出し、前記ターゲット出力ビューを復号するために前記ビューの前記深度ビューが必要と
されない場合に、前記ビューの深度ビューコンポーネントを抽出しないこと、および
　前記ターゲット出力ビューを復号するために前記ビューの前記深度ビューが必要とされ
る場合に、前記ビューのすべての利用可能な深度ビューコンポーネントを抽出し、前記タ
ーゲット出力ビューを復号するために前記ビューの前記テクスチャビューが必要とされな
い場合に、前記ビューのテクスチャビューコンポーネントを抽出しないこと、のうちの１
つを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビューから抽出されるべきテクスチャビューのリストを維持することと、
　前記ビューから抽出されるべき深度ビューのリストを維持することとをさらに備え、
　テクスチャビューの前記リストは、少なくとも１つのビューのテクスチャビューを含み
、深度ビューの前記リストは、前記少なくとも１つのビューの対応する深度ビューを含ま
ないか、または深度ビューの前記リストは、前記少なくとも１つのビューの深度ビューを
含み、テクスチャビューの前記リストは、前記少なくとも１つのビューの対応するテクス
チャビューを含まず、
　すべての利用可能なテクスチャビューコンポーネントを抽出し、深度ビューコンポーネ
ントを抽出しないことは、
　テクスチャビューの前記リストで識別されるテクスチャビューにテクスチャビューコン
ポーネントが属するかどうかを判断することと、
　テクスチャビューの前記リストで識別される前記テクスチャビューに前記テクスチャビ
ューコンポーネントが属する場合のみ、前記テクスチャビューコンポーネントを抽出する
ことと、
　前記テクスチャビューコンポーネントに対応する深度ビューコンポーネントを抽出する
のを、深度ビューの前記リストで識別されない深度ビューに前記深度ビューコンポーネン
トが属する場合に回避することとを備え、
　すべての利用可能な深度ビューコンポーネントを抽出し、テクスチャビューコンポーネ
ントを抽出しないことは、
　深度ビューの前記リストで識別される深度ビューに深度ビューコンポーネントが属する
かどうかを判断することと、
　深度ビューの前記リストで識別される前記深度ビューに前記深度ビューコンポーネント
が属する場合のみ、前記深度ビューコンポーネントを抽出することと、
　前記深度ビューコンポーネントに対応するテクスチャビューコンポーネントを抽出する
のを、テクスチャビューの前記リストで識別されないテクスチャビューに前記テクスチャ
ビューコンポーネントが属する場合に回避することと
　を備える、請求項４に記載の方法。
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【請求項６】
　サブビットストリーム抽出モードを選択することは、最適サブビットストリーム抽出モ
ードを選択することを備え、前記サブビットストリームを抽出することは、前記選択され
たサブビットストリーム抽出モードが前記最適サブビットストリーム抽出モードであると
きに、前記ターゲット出力ビューを復号するために必要とされるビューのテクスチャビュ
ーコンポーネントおよび深度ビューコンポーネントのみを抽出し、前記ターゲット出力ビ
ューを復号するために必要とされない前記ビューのテクスチャビューコンポーネントおよ
び深度ビューコンポーネントを抽出しないことを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　サブビットストリーム抽出モードを選択することは、自己完全サブビットストリーム抽
出モードを選択することを備え、前記サブビットストリームを抽出することは、前記選択
されたサブビットストリーム抽出モードが前記自己完全サブビットストリーム抽出モード
であるときに、前記ターゲット出力ビューまたはレイヤを復号するために必要とされる前
記ビューまたはレイヤからのすべてのコーディングされたピクチャを抽出することを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　サブビットストリーム抽出モードを選択することは、最適サブビットストリーム抽出モ
ードを選択することを備え、前記サブビットストリームを抽出することは、前記選択され
たサブビットストリーム抽出モードが前記最適サブビットストリーム抽出モードであると
きに、前記ターゲット出力ビューを復号するために必要とされる前記ビューまたはレイヤ
からのコーディングされたピクチャのみを抽出し、前記ターゲット出力ビューを復号する
ために必要とされない前記ビューまたはレイヤからのコーディングされたピクチャを抽出
しないことを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記サブビットストリーム抽出モードを選択することは、外部手段により、前記サブビ
ットストリーム抽出モードを受信することを備え、前記外部手段は、ビデオデコーダの外
部にあるユニットを備え、前記外部手段は、１つまたは複数の変数を設定し、各変数は、
サブビットストリーム抽出モードを定義し、前記外部手段は、前記ビデオデコーダによっ
て前記サブビットストリームを復号するために使用され、入力として前記ビデオデコーダ
に提供される値を前記１つまたは複数の変数から選択する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ビデオデータを処理するためのデバイスであって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　集積または論理回路を備える１つまたは複数のプロセッサであって、
　　前記メモリから符号化された前記ビデオデータのビットストリームを受信し、
　　複数のサブビットストリーム抽出モードからサブビットストリーム抽出モードを選択
し、ここにおいて、前記サブビットストリーム抽出モードの各々は、ターゲット出力ビュ
ーまたはターゲット出力レイヤの復号を可能にするために、前記ビットストリームから抽
出されるべきコーディングされたピクチャを有するビューまたはレイヤを定義し、ここに
おいて、各コーディングされたピクチャは、アクセスユニット内のビューまたはレイヤの
１つまたは複数のビデオコーディングレイヤネットワークアブストラクションレイヤ（Ｖ
ＣＬ　ＮＡＬ）ユニットを備え、ビューまたはレイヤにおける前記コーディングされたピ
クチャのうちの１つまたは複数は、別のビューまたはレイヤにおけるピクチャによりイン
ター予測され、ビューに関する前記サブビットストリーム抽出モードの各々は、テクスチ
ャビューコンポーネントと深度ビューコンポーネントとが抽出される方法を定義する、
　　前記ビットストリームから、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードによっ
て定義された前記方法でサブビットストリームを抽出する
　ように構成された１つまたは複数のプロセッサと
　を備えるデバイス。
【請求項１１】



(4) JP 2015-536100 A5 2017.1.26

　ビューの各コーディングされたピクチャは、ビューコンポーネント、テクスチャビュー
コンポーネント、および深度ビューコンポーネントのうちの１つを備える、請求項１０に
記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、自己完全サブビットストリーム抽出モードを選択
するように構成され、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードが前記自己完全サ
ブビットストリーム抽出モードであるときに、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記
ターゲット出力ビューを復号するために前記ビューのテクスチャビューまたは深度ビュー
が必要とされる場合に、前記ビューのすべての利用可能なテクスチャビューコンポーネン
トと深度ビューコンポーネントとを抽出するように構成される、請求項１１に記載のデバ
イス。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、中間的サブビットストリーム抽出モードを選択す
るように構成され、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードが前記中間的サブビ
ットストリーム抽出モードであるときに、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ターゲット出力ビューを復号するために前記ビューの前記テクスチャビューが必要
とされる場合に、前記ビューのすべての利用可能なテクスチャビューコンポーネントを抽
出し、前記ターゲット出力ビューを復号するために前記ビューの前記深度ビューが必要と
されない場合に、前記ビューの深度ビューコンポーネントを抽出しないこと、および
　前記ターゲット出力ビューを復号するために前記ビューの前記深度ビューが必要とされ
る場合に、前記ビューのすべての利用可能な深度ビューコンポーネントを抽出し、前記タ
ーゲット出力ビューを復号するために前記ビューの前記テクスチャビューが必要とされな
い場合に、前記ビューのテクスチャビューコンポーネントを抽出しないことのうちの１つ
を行うように構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ビューから抽出されるべきテクスチャビューのリストを維持し、
　前記ビューから抽出されるべき深度ビューのリストを維持するように構成され、
　テクスチャビューの前記リストは、少なくとも１つのビューのテクスチャビューを含み
、深度ビューの前記リストは、前記少なくとも１つのビューの対応する深度ビューを含ま
ないか、または深度ビューの前記リストは、前記少なくとも１つのビューの深度ビューを
含み、テクスチャビューの前記リストは、前記少なくとも１つのビューの対応するテクス
チャビューを含まず、
　すべての利用可能なテクスチャビューコンポーネントを抽出し、深度ビューコンポーネ
ントを抽出しないために、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　　テクスチャビューの前記リストで識別されるテクスチャビューにテクスチャビューコ
ンポーネントが属するかどうかを判断し、
　　テクスチャビューの前記リストで識別される前記テクスチャビューに前記テクスチャ
ビューコンポーネントが属する場合のみ、前記テクスチャビューコンポーネントを抽出し
、
　　前記テクスチャビューコンポーネントに対応する深度ビューコンポーネントを抽出す
るのを、深度ビューの前記リストで識別されない深度ビューに前記深度ビューコンポーネ
ントが属する場合に回避するように構成され、
　すべての利用可能な深度ビューコンポーネントを抽出し、テクスチャビューコンポーネ
ントを抽出しないために、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　　深度ビューの前記リストで識別される深度ビューに深度ビューコンポーネントが属す
るかどうかを判断し、
　　深度ビューの前記リストで識別される前記深度ビューに前記深度ビューコンポーネン
トが属する場合のみ、前記深度ビューコンポーネントを抽出し、
　　前記深度ビューコンポーネントに対応するテクスチャビューコンポーネントを抽出す
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るのを、テクスチャビューの前記リストで識別されないテクスチャビューに前記テクスチ
ャビューコンポーネントが属する場合に回避するように構成される、請求項１３に記載の
デバイス。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、最適サブビットストリーム抽出モードを選択する
ように構成され、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードが前記最適サブビット
ストリーム抽出モードであるときに、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ターゲッ
ト出力ビューを復号するために必要とされるビューのテクスチャビューコンポーネントお
よび深度ビューコンポーネントのみを抽出し、前記ターゲット出力ビューを復号するため
に必要とされない前記ビューのテクスチャビューコンポーネントおよび深度ビューコンポ
ーネントを抽出しないように構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、自己完全サブビットストリーム抽出モードを選択
するように構成され、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードが前記自己完全サ
ブビットストリーム抽出モードであるときに、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記
ターゲット出力ビューまたはレイヤを復号するために必要とされる前記ビューまたはレイ
ヤからのすべてのコーディングされたピクチャを抽出するように構成される、請求項１０
記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、最適サブビットストリーム抽出モードを選択する
ように構成され、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードが前記最適サブビット
ストリーム抽出モードであるときに、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ターゲッ
ト出力ビューを復号するために必要とされる前記ビューまたはレイヤからのコーディング
されたピクチャのみを抽出し、前記ターゲット出力ビューを復号するために必要とされな
い前記ビューまたはレイヤからのコーディングされたピクチャを抽出しないように構成さ
れる、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記サブビットストリーム抽出モードを選択するために、前記１つまたは複数のプロセ
ッサは、外部手段により、前記サブビットストリーム抽出モードを受信するように構成さ
れ、前記外部手段は、ビデオデコーダの外部にあるユニットを備え、前記外部手段は、１
つまたは複数の変数を設定し、各変数は、サブビットストリーム抽出モードを定義し、前
記外部手段は、前記ビデオデコーダによって前記サブビットストリームを復号するために
使用され、入力として前記ビデオデコーダに提供される値を前記１つまたは複数の変数か
ら選択する、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１９】
　ビデオデータを処理するためのデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって実行さ
れたときに、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　符号化されたビデオデータのビットストリームを受信させ、
　複数のサブビットストリーム抽出モードからサブビットストリーム抽出モードを選択さ
せ、ここにおいて、前記サブビットストリーム抽出モードの各々は、ターゲット出力ビュ
ーまたはターゲット出力レイヤの復号を可能にするために、前記ビットストリームから抽
出されるべきコーディングされたピクチャを有するビューまたはレイヤを定義し、ここに
おいて、各コーディングされたピクチャは、アクセスユニット内のビューまたはレイヤの
１つまたは複数のビデオコーディングレイヤネットワークアブストラクションレイヤ（Ｖ
ＣＬ　ＮＡＬ）ユニットを備え、ビューまたはレイヤにおける前記コーディングされたピ
クチャのうちの１つまたは複数は、別のビューまたはレイヤにおけるピクチャによりイン
ター予測され、ビューに関する前記サブビットストリーム抽出モードの各々は、テクスチ
ャビューコンポーネントと深度ビューコンポーネントとが抽出される方法を定義する、
　前記ビットストリームから、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードによって
定義された前記方法でサブビットストリームを抽出させる命令を記憶した非一時的コンピ



(6) JP 2015-536100 A5 2017.1.26

ュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　ビューの各コーディングされたピクチャは、ビューコンポーネント、テクスチャビュー
コンポーネント、および深度ビューコンポーネントのうちの１つを備える、請求項１９に
記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数のプロセッサに、サブビットストリーム抽出モードを選択させる前
記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、自己完全サブビットストリーム抽出モー
ドを選択させる命令を備え、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記サブビットストリ
ームを抽出させる前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記選択されたサブ
ビットストリーム抽出モードが前記自己完全サブビットストリーム抽出モードであるとき
に、前記ターゲット出力ビューまたはレイヤを復号するために必要とされる前記ビューま
たはレイヤからのすべてのコーディングされたピクチャを抽出させる命令を備える、請求
項１９に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数のプロセッサに、サブビットストリーム抽出モードを選択させる前
記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、最適サブビットストリーム抽出モードを
選択させる命令を備え、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記サブビットストリーム
を抽出させる前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記選択されたサブビッ
トストリーム抽出モードが前記最適サブビットストリーム抽出モードであるときに、前記
ターゲット出力ビューを復号するために必要とされる前記ビューまたはレイヤからのコー
ディングされたピクチャのみを抽出させ、前記ターゲット出力ビューを復号するために必
要とされない前記ビューまたはレイヤからのコーディングされたピクチャを抽出させない
命令を備える、請求項１９に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２３】
　ビデオデータを処理するためのデバイスであって、
　符号化されたビデオデータのビットストリームを受信するための手段と、
　複数のサブビットストリーム抽出モードからサブビットストリーム抽出モードを選択す
るための手段と、ここにおいて、前記サブビットストリーム抽出モードの各々は、ターゲ
ット出力ビューまたはターゲット出力レイヤの復号を可能にするために、前記ビットスト
リームから抽出されるべきコーディングされたピクチャを有するビューまたはレイヤを定
義し、ここにおいて、各コーディングされたピクチャは、アクセスユニット内のビューま
たはレイヤの１つまたは複数のビデオコーディングレイヤネットワークアブストラクショ
ンレイヤ（ＶＣＬ　ＮＡＬ）ユニットを備え、ビューまたはレイヤにおける前記コーディ
ングされたピクチャのうちの１つまたは複数は、別のビューまたはレイヤにおけるピクチ
ャによりインター予測され、ビューに関する前記サブビットストリーム抽出モードの各々
は、テクスチャビューコンポーネントと深度ビューコンポーネントとが抽出される方法を
定義する、
　前記ビットストリームから、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードによって
定義された前記方法でサブビットストリームを抽出するための手段と
　を備えるデバイス。
【請求項２４】
　ビューの各コーディングされたピクチャは、ビューコンポーネント、テクスチャビュー
コンポーネント、および深度ビューコンポーネントのうちの１つを備える、請求項２３に
記載のデバイス。
【請求項２５】
　サブビットストリーム抽出モードを選択するための前記手段は、自己完全サブビットス
トリーム抽出モードを選択するための手段を備え、前記サブビットストリームを抽出する
ための前記手段は、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードが前記自己完全サブ
ビットストリーム抽出モードであるときに、前記ターゲット出力ビューまたはレイヤを復
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号するために必要とされる前記ビューまたはレイヤからのすべてのコーディングされたピ
クチャを抽出するための手段を備える、請求項２３に記載のデバイス。
【請求項２６】
　サブビットストリーム抽出モードを選択するための前記手段は、最適サブビットストリ
ーム抽出モードを選択するための手段を備え、前記サブビットストリームを抽出するため
の前記手段は、前記選択されたサブビットストリーム抽出モードが前記最適サブビットス
トリーム抽出モードであるときに、前記ターゲット出力ビューを復号するために必要とさ
れる前記ビューまたはレイヤからのコーディングされたピクチャのみを抽出し、前記ター
ゲット出力ビューを復号するために必要とされない前記ビューまたはレイヤからのコーデ
ィングされたピクチャを抽出しないための手段を備える、請求項２３に記載のデバイス。
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